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一中
島
徳
蔵
の
略
歴
中
島
徳
蔵
は
︑
元
治
元
年
︵
一
八
六
四
︶
に
︑
群
馬
県
佐
波
郡
赤
堀
村
︵
今
井
村
︑
現
在
の
伊
勢
崎
市
︶
に
生
ま
れ
た
(
)
︒
明
治
1
七
年
に
今
井
小
学
校
下
等
小
学
第
七
年
級
卒
業
︑
明
治
十
年
に
今
井
学
校
下
等
小
学
卒
業
︑
明
治
十
一
年
に
今
井
学
校
上
等
小
学
校
第
六
年
級
卒
業
︒
明
治
十
四
年
群
馬
県
立
中
学
校
入
学
︑
明
治
十
八
年
二
月
に
群
馬
県
立
中
学
校
初
等
中
学
科
卒
業
︑
四
月
に
帝
国
大
学
予
備
門
専
修
科
後
期
生
と
し
て
入
学
し
︑
九
月
に
退
学
︒
そ
の
後
︑
群
馬
県
内
の
小
学
校
長
を
歴
任
︒
明
治
二
十
四
年
に
帝
国
大
学
哲
学
科
専
科
に
入
学
︑
明
治
二
十
五
年
に
修
了
し
︑
明
治
二
十
九
年
ま
で
同
学
に
在
学
し
︑
哲
学
・
倫
理
学
の
二
科
を
専
修
し
た
︒
明
治
二
十
八
年
に
浄
土
宗
高
等
学
院
教
授
と
な
る
︒
明
治
三
十
年
に
哲
学
館
に
て
西
洋
倫
理
史
と
倫
理
学
を
担
当
︒
明
治
三
十
二
年
に
東
京
工
業
学
校
に
て
倫
理
学
を
担
当
︒
明
治
三
十
三
年
八
月
に
文
部
省
修
身
教
科
書
起
草
委
員
に
任
命
さ
れ
︑
明
治
三
十
四
年
五
月
に
文
部
省
の
起
草
委
員
を
辞
任
し
︑
哲
学
館
教
授
に
復
職
し
た
︒
明
治
三
十
五
年
九
月
に
共
立
女
子
職
業
学
校
講
師
に
就
任
︒
十
二
月
に
哲
学
館
事
件
が
発
生
し
︑
哲
学
館
お
よ
び
東
京
工
業
学
校
を
辞
任
︒
明
治
三
十
六
年
九
月
に
哲
学
館
に
復
職
し
た
︒
明
治
三
十
七
年
か
ら
﹃
丁
酉
倫
理
講
演
﹄
の
編
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中
島
徳
蔵
日
記
(
一
)
明
治
三
十
五
年
～
明
治
四
十
五
年
三
浦
節
夫
m
iu
r
a
se
tsu
o
集
を
担
当
︵
昭
和
五
年
ま
で
継
続
︶
︒
明
治
三
十
九
年
に
東
京
高
等
工
業
学
校
講
師
に
復
職
し
た
︒
明
治
三
十
九
年
に
財
団
法
人
東
洋
大
学
の
商
議
員
に
選
任
さ
れ
た
︒
明
治
四
十
一
年
に
跡
見
女
学
校
の
講
師
に
就
任
︒
大
正
三
年
に
東
京
高
等
工
業
学
校
講
師
お
よ
び
日
本
大
学
講
師
を
辞
任
︒
大
正
十
二
年
五
月
に
東
洋
大
学
学
内
改
革
事
件
が
起
こ
り
︑
教
授
団
側
に
所
属
し
た
︒
大
正
十
三
年
六
月
に
東
洋
大
学
学
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
た
が
︑
十
一
月
に
東
洋
大
学
主
催
の
哲
学
館
の
釈
尊
祭
中
に
暴
漢
に
襲
わ
れ
重
傷
を
負
っ
た
︒
大
正
十
四
年
に
共
立
女
子
職
業
学
校
を
辞
任
︒
大
正
十
五
年
二
月
に
東
洋
大
学
学
長
に
就
任
︒
昭
和
二
年
に
大
学
令
に
よ
る
昇
格
基
金
募
集
の
た
め
に
北
海
道
・
広
島
に
出
張
し
た
︒
昭
和
三
年
に
大
学
令
に
よ
り
東
洋
大
学
が
認
可
さ
れ
︑
東
洋
大
学
学
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
た
︒
昭
和
四
年
に
東
洋
大
学
第
七
代
学
長
に
就
任
し
た
︒
昭
和
六
年
六
月
に
東
洋
大
学
学
長
の
任
期
満
了
し
︑
七
月
に
東
洋
大
学
教
授
に
復
し
︑
同
財
団
の
監
事
に
選
任
さ
れ
た
︒
昭
和
十
一
年
に
跡
見
女
学
校
を
辞
任
︒
昭
和
十
五
年
五
月
三
一
日
に
逝
去
︒
享
年
七
十
七
︒
中
島
徳
蔵
と
哲
学
館
と
の
関
係
を
簡
潔
に
述
べ
て
お
こ
う
︒
中
島
徳
蔵
は
明
治
三
十
年
五
月
に
哲
学
館
講
師
に
就
任
し
た
︒
明
治
三
十
三
年
八
月
に
︑
文
部
省
か
ら
の
再
三
に
わ
た
る
要
請
を
受
け
て
︑
哲
学
館
を
辞
任
し
て
︑
文
部
省
修
身
教
科
書
起
草
委
員
と
な
っ
た
が
︑
こ
の
間
に
﹁
教
育
勅
語
撤
回
論
者
﹂
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
︑
明
治
三
十
四
年
五
月
に
文
部
省
の
起
草
委
員
を
辞
任
し
︑
哲
学
館
教
授
に
復
職
し
た
︒
明
治
三
十
五
年
十
月
の
哲
学
館
教
育
部
第
一
科
甲
種
生
卒
業
試
験
に
お
い
て
︑
文
部
省
の
視
学
官
が
中
島
徳
蔵
に
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
倫
理
学
の
教
授
に
つ
い
て
質
問
し
︑
そ
の
数
日
後
か
ら
文
部
省
が
哲
学
館
に
対
し
て
卒
業
生
に
教
員
検
定
試
験
免
除
の
特
典
を
与
え
な
い
と
の
風
説
が
広
ま
っ
た
︒
そ
し
て
︑
十
二
月
十
三
日
に
文
部
大
臣
菊
池
大
麓
が
哲
学
館
館
主
井
上
円
了
宛
て
に
卒
業
生
の
無
試
験
検
定
許
可
を
自
今
取
り
消
す
と
命
令
し
た
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
哲
学
館
事
件
が
発
生
し
た
︒
中
島
徳
蔵
は
哲
学
館
︵
館
主
代
理
︶
を
辞
任
し
て
︑
文
部
省
の
処
分
に
対
し
新
聞
・
雑
誌
で
反
論
し
︑
哲
学
館
事
件
は
明
治
三
十
六
年
の
一
大
社
会
問
題
と
な
っ
た
︒
第
二
回
の
世
界
旅
行
か
ら
帰
国
し
102
た
館
主
の
井
上
円
了
は
︑
一
カ
月
後
に
中
島
徳
蔵
を
哲
学
館
に
復
職
さ
せ
た
︒
そ
の
後
︑
東
洋
大
学
と
改
称
さ
れ
︑
明
治
四
十
年
五
月
に
文
部
省
は
再
び
無
試
験
検
定
の
取
扱
を
認
可
し
た
︒
大
正
時
代
の
東
洋
大
学
は
︑
大
正
八
年
に
公
布
さ
れ
た
大
学
令
に
よ
る
大
学
昇
格
を
目
指
し
た
が
︑
大
正
十
二
年
に
そ
の
昇
格
基
金
を
め
ぐ
る
い
わ
ゆ
る
﹁
紛
擾
事
件
﹂
が
発
生
し
た
︒
大
正
十
三
年
に
中
島
徳
蔵
は
事
件
後
の
学
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
た
が
︑
そ
の
後
に
暴
漢
に
襲
わ
れ
て
重
傷
を
負
い
な
が
ら
も
︑
大
学
昇
格
問
題
に
取
り
組
み
︑
つ
い
に
昭
和
三
年
三
月
三
十
日
に
大
学
令
に
よ
る
東
洋
大
学
の
設
立
認
可
を
実
現
さ
せ
た
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
中
島
徳
蔵
は
﹁
東
洋
大
学
の
中
興
の
祖
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る
︒
二
中
島
徳
蔵
日
記
に
つ
い
て
中
島
徳
蔵
の
日
記
は
︑
平
成
七
︵
一
九
九
五
︶
年
五
月
一
日
に
斎
藤
市
雄
氏
よ
り
東
洋
大
学
に
寄
贈
さ
れ
︑
現
在
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
日
記
に
つ
い
て
は
︑
す
で
に
昭
和
三
十
七
年
に
中
島
徳
蔵
先
生
学
徳
顕
彰
会
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
﹃
中
島
徳
蔵
先
生
﹄
の
﹁
日
記
抄
﹂
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
同
書
の
編
集
者
が
内
容
を
取
捨
選
択
し
た
の
で
︑
貴
重
な
記
述
が
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
こ
こ
で
は
︑
中
島
徳
蔵
日
記
よ
り
︑
私
生
活
︑
家
庭
関
係
︑
丁
酉
倫
理
会
の
会
計
関
係
を
除
き
︑
研
究
︑
教
育
︑
学
会
関
係
の
記
述
を
翻
刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
︒
現
存
す
る
中
島
徳
蔵
日
記
は
明
治
三
十
五
年
か
ら
で
︑
つ
ぎ
の
一
覧
表
の
よ
う
に
残
さ
れ
て
い
る
︵
日
記
の
他
に
手
帳
が
十
七
册
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
︑
講
義
や
講
演
︑
執
筆
の
構
想
を
克
明
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
︑
本
稿
で
は
割
愛
し
た
︶
︒
こ
の
よ
う
に
︑
中
島
徳
蔵
日
記
は
︑
全
て
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
︑
明
治
︑
大
正
︑
昭
和
の
三
代
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
日
記
を
先
に
翻
刻
し
た
﹃
中
島
徳
蔵
先
生
﹄
の
編
集
者
は
︑﹁
日
記
抄
に
つ
い
て
﹂
で
︑
つ
ぎ
の
よ
う
に
全
体
像
を
述
べ
て
い
る
(
)
︒
2
﹁
そ
の
残
っ
て
い
る
明
治
の
中
で
︑
は
じ
め
の
幾
冊
か
は
殆
ん
ど
空
白
で
︑
三
十
七
年
の
如
き
は
︑
年
間
た
っ
た
四
︑
五
日
の
記
事
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104
12.2 × 9.0実用懐中日記（金港堂）〇1903明治 36
13.2 × 10.0教育家用懐中日記〇1902明治 35
サイズ
(タテ×ヨコ・㎝)タイトル有無西暦和暦
明治 40
19.3 × 13.3当用日記（博文館）〇1906明治 39
19.3 × 13.3当用日記（博文館）〇1905明治 38
12.5 × 8.7実用懐中日記（金港堂）〇1904明治 37
1910明治 43
15.5 × 9.4Pocket Diary MEIJI 42〇1909明治 42
19.3 × 13.3当用日記（博文館）〇1908明治 41
19.3 × 13.3当用日記（博文館）〇1907
×1913大正 2
15.5 × 9.4Pocket Diary MEIJI 45〇1912明治 45
×1911明治 44
×
Pocket Diary TAISHO Ⅴ〇1916大正 5
×1915大正 4
×1914大正 3
15.0 × 9.0Pocket Diary TAISHO Ⅷ〇1919大正 8
15.5 × 9.1Pocket Diary TAISHO Ⅶ〇1918大正 7
15.0 × 9.4Pocket Diary TAISHO Ⅵ〇1917大正 6
15.0 × 9.4
大正 12
×1922大正 11
15.4 × 9.2Pocket Diary TAISHO Ⅹ〇1921大正 10
×1920大正 9
1926昭和 1
×1925大正 14
15.5 × 9.4POCKET DIARY 1924〇1924大正 13
×1923
×1929昭和 4
×1928昭和 3
14.0 × 7.8DIARY 1927 大正十六年日記〇1927昭和 2
×
Diary 1932〇1932昭和 7
11.0 × 7.0〔無題〕（大日本図書株式会社）〇1931昭和 6
15.5 × 9.3Diary 1930〇1930昭和 5
×1935昭和 10
×1934昭和 9
×1933昭和 8
15.5 × 9.3
×1937昭和 12
×1936昭和 11
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明治三十六年の中島徳蔵の日記
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し
か
見
ら
れ
な
い
が
︑
巻
末
の
会
計
欄
と
い
う
の
に
は
︑
丁
酉
倫
理
会
関
係
の
精
細
な
数
字
が
ギ
ッ
シ
リ
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
︒
毎
日
の
記
録
の
た
め
よ
り
も
︑
巻
末
の
収
支
表
が
重
宝
な
の
で
日
記
帳
を
求
め
ら
れ
た
か
に
思
わ
れ
も
す
る
︒
し
か
し
︑
だ
ん
だ
ん
に
日
々
の
記
録
が
多
く
な
り
︑
大
正
五
年
ご
ろ
に
な
る
と
︑
断
続
な
が
ら
年
頭
か
ら
歳
末
ま
で
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
そ
れ
か
ら
後
は
︑
完
全
に
日
記
の
体
形
を
整
え
て
い
る
﹂
今
回
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
︑
つ
ぎ
の
よ
う
な
凡
例
に
従
っ
た
︒
凡
例
一
︑
漢
字
は
す
べ
て
通
行
体
で
統
一
し
た
︒
カ
タ
カ
ナ
と
ひ
ら
が
な
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
︒
判
読
不
能
は
□
で
表
わ
し
た
︒
二
︑
原
文
に
改
行
は
な
い
が
︑
一
字
下
げ
改
行
を
適
宜
行
っ
た
︒
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
︑
適
宜
︑
句
読
点
を
付
け
た
︒
︹
︺
は
編
者
の
註
で
あ
る
︒
な
お
︑
日
記
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
︑
東
洋
大
学
大
学
院
の
松
野
聡
子
氏
の
協
力
を
得
た
︒
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
︒
【
註
︼
(
１
)
略
歴
に
つ
い
て
は
︑﹁
年
譜
及
び
著
述
目
録
﹂︵
﹃
中
島
徳
蔵
先
生
﹄
中
島
徳
蔵
先
生
学
徳
顕
彰
会
︑
昭
和
三
十
七
年
︶
︑﹃
東
洋
大
学
百
年
史
索
引
・
年
表
編
﹄︵
東
洋
大
学
︑
平
成
七
年
︶
︑﹃
東
洋
大
学
人
名
録
役
員
・
教
職
員
戦
前
編
﹄︵
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
︑
平
成
八
年
︶
を
参
照
し
た
︒
(
２
)
﹁
日
記
抄
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
中
島
徳
蔵
先
生
﹄
前
掲
書
︑
三
七
九
頁
︶
︒
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中
島
徳
蔵
日
記
明
治
三
十
五
年
︵
三
十
九
歳
︶
一
月
一
日
廻
礼
哲
学
館
前
九
︑
祝
賀
会
一
月
二
日
帝
国
教
育
会
︑
祝
賀
往
復
会
︑
正
前
十
一
月
八
日
午
前
︑
工
業
学
校
ニ
行
ク
一
月
九
日
午
前
︑
宗
粹
の
原
稿
ヲ
作
リ
午
後
発
送
ス
寺
沢
子
来
リ
知
野
静
岡
師
範
教
諭
ノ
原
稿
校
閲
ヲ
托
セ
ラ
ル
一
月
十
日
千
葉
氏
来
訪
共
ニ
大
塚
氏(
)ヲ
訪
ヌ
︑
夜
遅
ク
帰
ル
1
一
月
十
一
日
午
後
大
塚
氏
ト
飛
鳥
山
散
策
吉
田
氏
ヨ
リ
雀
部
氏
ノ
返
事
ア
リ
一
月
十
八
日
哲
学
館
新
年
会
一
月
二
十
日
此
夜
チ
ー
グ
レ
ル
氏
﹁
ニ
ー
チ
エ
﹂
論
読
ミ
了
ル
一
月
二
十
一
日
﹁
リ
ー
ル
﹂
氏
の
﹁
ニ
ー
チ
エ
﹂
を
読
む
一
月
二
十
七
日
雀
部
氏
ノ
ハ
今
夜
吉
田
氏
ヨ
リ
一
旦
□
撤
回
ノ
旨
承
知
大
塚
氏
ヨ
リ
他
ノ
候
補
者
ノ
話
有
之
︒
是
レ
又
当
分
見
合
セ
ノ
旨
申
シ
置
ケ
リ
一
月
三
十
日
﹁
リ
ー
ル
﹂
の
﹁
ニ
ー
チ
エ
﹂
論
読
了
午
後
一
時
丁
酉
倫
理
会
二
月
二
日
午
後
一
時
よ
り
帝
教
国
字
改
良
部
二
月
二
十
三
日
ニ
ー
チ
エ
に
就
て
講
演
す
︒
リ
ー
ル
︑
チ
ー
グ
レ
ル
︑
ブ
ラ
ン
デ
ス
を
読
み
た
る
結
果
よ
り
108
三
月
二
十
八
日
明
日
午
後
一
時
丁
酉
会
三
月
二
十
九
日
明
日
午
後
︑
明
治
校
会
︹
カ
︺
中
学
妥
協
三
月
三
十
日
明
日
午
後
︑
清
国
学
生
接
見
五
月
二
十
五
日
道
学
先
生
︑
平
民
主
義
と
貴
族
主
義
︑
所
謂
自
由
九
月
七
日
九
月
八
日
工
業
学
校
職
業
学
校
一
甲
社
会
生
活
︵
修
事
︶
二
乙
修
心
三
丙
家
庭
︑
社
会
日
本
法
律
哲
学
館
︵
一
︶
従
前
の
︵
一
︶
従
前
の
二
従
前
の
を
節
略
二
従
前
の
を
節
略
三
﹁
ム
﹂
氏
十
月
十
五
日
夜
六
時
宮
田
修
氏
と
自
宅
会
見
︵
丁
酉
会
︶
十
一
月
二
十
二
日
午
後
三
時
︑
本
郷
教
育
会
演
説
十
一
月
二
十
三
日
午
後
勝
友
会
演
説
︒
駒
込
蓬
莱
町
光
源
寺
十
一
月
二
十
六
日
午
後
四
時
︑
学
士
会
事
務
所
訓
育
会
明
治
三
十
六
年
︵
四
十
歳
︶
一
月
十
八
日
安
藤
君
来
リ
︑
哲
学
館
回
復
叶
ハ
ズ
ト
申
来
ル
︒
午
后
加
藤
老
先
生(
)ヲ
訪
ヒ
︑哲
学
館
ノ
コ
ト
ニ
就
テ
助
言
ヲ
求
ム
︒
2
岡
田
長
官
ヲ
訪
フ
︑
遇
ハ
ズ
︒
一
月
十
九
日
午
前
調
査
︒
午
后
岡
田
長
官
ヲ
訪
フ
︑
遇
ハ
ズ
︒
一
月
二
十
三
日
近
世
思
想
の
傾
向
︵
日
蓮
宗
演
題
︶
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一
月
二
十
六
日
弁
解
一
則
︵
学
術
会
論
題
︶
今
晩
哲
学
館
事
件
の
記
事
脱
稿
︒
毎
日
︑
日
本
︑
時
事
︑
国
民
︑
朝
日
︑
読
売
︑
二
六
︑
万
朝
ニ
投
ズ
︒
一
月
二
十
七
日
丁
酉
会
雑
誌
原
稿
出
来
︒
一
月
二
十
八
日
時
事
︑
読
売
二
紙
哲
学
館
事
件
を
記
す
︒
一
月
二
十
九
日
先
夜
図
書
会
社
丁
酉
会
雑
誌
の
件
に
付
照
会
︑
此
日
契
約
書
調
製
同
社
へ
送
リ
雑
誌
と
届
書
六
通
捺
印
の
上
送
る
二
月
一
日
午
前
二
時
半
﹁
文
部
省
視
学
官
の
言
果
し
て
真
な
ら
ば
﹂
を
草
す
︒
二
月
三
日
読
売
紙
上
余
ガ
弁
駁
文
出
ヅ
︒︵
明
日
完
︶
二
月
五
日
桑
木
君
ノ
論
文
読
売
紙
上
に
見
は
る
︒︵
三
日
続
︶
二
月
十
五
日
教
育
学
術
界
原
稿
ヲ
送
ル
︒
文
部
当
局
者
ノ
弁
疏
︑
時
事
新
報
ニ
見
ユ
︒
二
月
十
六
日
日
蓮
降
誕
会
ニ
趣
ク
︒
﹁
文
部
当
局
者
ニ
告
グ
﹂
ノ
文
起
草
シ
始
ム
︒
二
月
十
八
日
脱
稿
︒︵
時
事
ニ
出
ス
ベ
キ
文
︶
二
月
二
十
日
右
ノ
文
︑
時
事
︑
朝
日
︑
日
本
︑
読
売
ニ
投
ズ
︒
二
月
二
十
一
日
日
本
︑
読
売
掲
載
︒
丁
酉
会
員
ノ
多
数
︑
大
体
﹁
ム
﹂
氏
ノ
動
機
論
ノ
無
危
険
ヲ
認
ム
︒
井
上
︵
哲
︶
吉
田
︵
熊
︶
二
氏
大
不
賛
成
︒
二
月
二
十
二
日
夜
元
良
博
士
ニ
逢
フ
︒
蟹
江
君
来
訪
︒﹁
伊
庭
ノ
論
文(
)﹂
ヲ
貰
ヒ
3
タ
シ
ト
云
フ
︒
ヨ
リ
テ
元
良
博
士
ト
談
ジ
︑
モ
シ
丁
酉
雑
誌
ニ
同
文
ヲ
出
ス
ナ
ラ
バ
同
君
ノ
大
意
ヲ
出
シ
批
評
者
ノ
説
ヲ
本
ト
シ
テ
掲
載
ス
ル
ト
シ
テ
︑
其
請
ヲ
容
ル
ル
コ
ト
ヽ
ス
︒
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井
上
︵
哲
︶
博
士(
)ニ
速
記
者
ヲ
廻
ハ
ス
ベ
キ
カ
注
意
ノ
件
︑
蟹
江
4
君
ヨ
リ
承
知
︒
二
月
二
十
三
日
時
事
掲
載
︒
東
洋
哲
学
原
稿
﹁
哲
学
館
生
徒
に
寄
す
﹂
ノ
一
文
ヲ
草
ス
︒
夜
大
塚
氏
ヲ
訪
フ
︒
二
月
二
十
四
日
丁
酉
会
員
多
数
者
決
議
案
文
ヲ
草
ス
︒
元
良
博
士
ノ
意
ニ
本
ヅ
ク
︒
二
月
二
十
七
日
午
后
︑
論
語
集
説
︑
簡
明
目
録
及
ビ
近
世
名
家
目
録
︑
張
之
洞
﹃
書
目
答
問
﹄
ヲ
求
ム
︒
三
月
一
日
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
よ
り
謝
礼
参
円
受
領
三
月
三
日
ロ
ー
ド
︑
ア
ベ
ル
ブ
リ
ー
の
人
生
快
楽
を
飯
塚
子
に
托
し
︑
工
業
学
校
ニ
返
報
ス
︒
三
月
九
日
兵
庫
県
教
育
会
論
文
発
送
︒
三
月
二
十
二
日
宋
元
学
案
購
入
︒
三
月
二
十
三
日
桑
木
君
ヲ
訪
フ
︒
元
良
博
士
等
余
ガ
為
メ
ニ
金
銭
上
ノ
保
護
ヲ
モ
講
ジ
呉
レ
ン
ト
心
配
サ
レ
居
ル
ヨ
シ
聞
キ
及
ブ
︒
感
泣
ノ
至
ナ
レ
ド
モ
其
ハ
余
ガ
本
意
ニ
ア
ラ
ズ
︒
又
実
ニ
今
其
必
要
ナ
キ
ヲ
以
テ
事
実
ヲ
明
シ
テ
桑
木
君
ニ
語
ル
︒
寄
宿
舎
ニ
立
寄
ル
︒
三
月
二
十
四
日
加
藤
博
士
ヲ
訪
フ
︒
三
月
二
十
五
日
丁
酉
会
講
演
集
第
十
二
原
稿
ヲ
送
ル
︒
三
月
二
十
七
日
論
語
読
了
︒
哲
学
館
事
件
ニ
ツ
キ
生
徒
及
ビ
卒
業
生
中
ノ
有
志
者
醵
金
︵
六
拾
円
︶
シ
テ
余
ニ
慰
藉
ノ
為
メ
贈
与
セ
ラ
ル
︒
而
レ
ド
モ
今
回
ノ
被
害
ハ
寧
ロ
余
ガ
為
メ
ノ
故
ニ
生
徒
ノ
上
ニ
係
レ
リ
︒
余
ハ
安
ン
ジ
テ
之
ヲ
受
ク
ル
ニ
忍
ビ
ザ
ル
ヲ
以
テ
生
徒
実
力
養
成
ノ
為
メ
参
考
書
ヲ
購
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フ
ベ
シ
ト
シ
テ
︑
哲
学
館
書
籍
室
ニ
寄
附
セ
リ
︒
同
情
ハ
余
ガ
心
ヲ
養
ウ
テ
温
カ
ラ
シ
ム
︒
三
月
二
十
八
日
丁
酉
会
編
集
ヲ
専
ラ
引
受
ク
︒
四
月
四
日
丁
酉
倫
理
会
︒
四
月
五
日
成
民
会
︵
一
種
の
安
心
︶︒
四
月
二
十
六
日
午
前
九
時
︑
麻
布
笄
町
曹
洞
宗
学
林
︑
主
義
の
衝
突
ト
調
和
︒
五
月
一
日
葦
進
会
︑
夜
六
時
中
央
会
堂
︒
五
月
十
六
日
︵
１
︶
上
世
中
世
近
世
倫
理
の
特
徴
︒
︵
２
︶
支
那
倫
理
発
達
の
大
勢
︒
︵
３
︶
善
悪
ヲ
判
断
ス
ル
力
︵
良
心
︶
ハ
如
何
ニ
西
洋
ノ
近
世
ノ
諸
大
家
ニ
ヨ
リ
テ
説
明
セ
ラ
レ
シ
ヤ
︒
批
評
的
ニ
之
ヲ
述
ベ
ル
︒
︵
４
︶
カ
ン
ト
の
説
の
大
綱
︒
︵
５
︶
ス
ペ
ン
サ
ー
と
ベ
ン
サ
ム
の
相
違
︒
︵
６
︶
孔
子
の
仁
︒
︵
７
︶
子
思
と
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
と
を
比
較
し
論
評
せ
よ
︒
六
月
十
四
日
丁
酉
会
︑
羽
田
ニ
趣
ク
︒
六
月
二
十
八
日
動
機
論
と
人
物
査
定
︒
八
月
三
十
一
日
︹
乱
丁
あ
り
︑
七
月
三
十
一
日
か
︺
拝
哲
︹
啓
︺
残
暑
尚
々
厳
敷
御
座
候
処
益
々
御
清
適
奉
珍
賀
候
︒
扨
先
般
哲
学
館
事
件
に
就
て
は
種
々
御
高
配
を
蒙
り
難
有
奉
存
候
︒
然
る
に
井
上
館
主
帰
朝
以
来
文
部
省
は
依
然
特
権
恢
復
を
許
さ
ざ
る
に
付
︑
同
館
は
爾
今
右
特
権
に
依
頼
致
さ
ざ
る
こ
と
に
方
針
を
定
め
よ
り
て
︑
小
生
に
も
復
職
可
被
出
旨
申
聞
さ
れ
候
︒
即
ち
小
生
ハ
再
び
同
館
講
師
の
一
人
た
る
こ
と
を
快
諾
候
次
第
に
御
座
候
︒
先
般
来
の
御
好
意
御
礼
詞
旁
々
右
顛
末
︑
乍
略
義
以
書
中
得
貴
意
候
︒
敬
具
１
浮
田
︑
２
︵
中
島
□
︶︑
３
︵
坪
内
︶︑
４
波
多
野
︑
５
藤
井
︑
６
︵
安
部
︶
７
法
貴
︑
○
朝
永
︑
○
吉
田
︑
８
村
上
︑
○
千
葉
︑
○
112
桑
木
︑
９
宮
田
︑
○
︵
田
中
︶︒
元
良
︑
○
中
島
︑
○
井
上
︑
○
加
藤
︑
島
田
︵
毎
日
︶
新
聞
︶︑
10
○
や
ま
と
新
聞
︑
時
事
︑
○
日
本
︵
安
藤
︶︑
読
売
︑
朝
11
12
13
14
15
日
︵
上
野
︶
万
朝
︵
山
縣
︶︑
○
大
学
生
︒
16
17
十
月
四
日
成
民
会
︒
十
月
十
八
日
上
州
我
妻
郡
教
育
総
集
会
︑﹁
我
国
民
の
受
く
べ
き
訓
体
﹂︒
十
一
月
一
日
成
民
会
︵
一
時
半
︶︑
自
由
の
本
領
︒
雑
録
Jap
an
G
azette
I,31
Jap
an
M
ail
II,2,3.
I,31
Jap
an
T
im
es
I,30
II,4
K
ob
e
C
h
ron
iale
76
□
ス
．
明
治
三
十
七
年
︵
四
十
一
歳
︶
四
月
三
日
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
演
説
四
月
四
日
吉
田
静
[山
]君
の
所
行
︒
丁
酉
会
の
雑
誌
の
相
談
よ
り
︑
其
結
果
講
演
は
長
短
に
よ
り
︑
二
よ
り
四
円
迄
と
し
︑
雑
録
は
大
要
編
輯
者
の
意
に
従
ふ
も
一
頁
七
十
銭
の
見
当
と
し
︑
不
足
は
当
分
会
の
金
よ
り
補
ふ
と
す
︒
議
定
原
案
別
冊
ノ
通
︒
十
時
帰
宅
︵
夜
︶︒
四
月
六
日
両
千
葉
君
来
訪
︒
間
々
録
を
草
す
︒
四
月
七
日
浄
土
宗
祖
誕
生
会
演
説
︒
丁
酉
誌
ヲ
締
切
ル
︒
田
中
清
純
氏
来
リ
テ
︑
十
善
法
話
ヲ
贈
ル
︒
西
田
敬
止
君
来
訪
︒
座
問
ヲ
訂
正
ス
︒
四
月
八
日
午
后
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
を
読
む
︒
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元
良
博
士
に
代
り
て
正
則
中
学
倫
理
講
話
を
受
持
つ
こ
と
ゝ
な
る
︒明
治
三
十
八
年
︵
四
十
二
歳
︶
一
月
一
日
年
礼
︒
石
井
来
ル
︑
坊(
)立
川
ヘ
行
ク
5
旅
順
開
城
ノ
談
判
︒
一
月
二
日
東
洋
哲
学
論
文
起
草
︒
午
后
年
礼
︒
一
月
三
日
東
洋
哲
学
論
文
改
稿
︑
成
ル
︒
一
月
五
日
山
鹿
語
類
ヲ
読
ム
︒
図
書
大
全
︑
皇
清
経
解
一
斑
等
買
入
ル
︒
一
月
六
日
語
類
ヲ
読
ム
︒
一
月
七
日
大
塚
宅
︑
か
る
た
会
ニ
行
ク
︒
一
月
八
日
丁
酉
誌
校
正
︒
一
月
九
日
学
校
始
︒
一
月
十
日
丁
酉
誌
校
正
了
ル
︒
一
月
十
一
日
大
学
或
問
ヲ
読
ム
︒
一
月
十
二
日
中
庸
或
問
ニ
移
ル
︒
一
月
十
三
日
中
庸
或
問
ヲ
読
ム
︒
集
義
和
書
ヲ
読
ム
︒
藤
樹
全
書
買
入
ル
︒
一
月
十
四
日
熊
沢
氏
の
著
を
読
む
︒
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一
月
十
五
日
午
后
︑
集
義
和
書
ヲ
読
ム
︒
夜
﹁
新
曲
浦
島
﹂
ヲ
読
ム
︒
漁
夫
の
子
︑
漁
業
ニ
倦
ク
新
旧
思
想
の
衝
突
快
楽
主
義
の
自
家
撞
着
現
実
ヲ
忘
ル
ヽ
思
想
極
端
の
新
思
想
早
稲
田
大
学
哲
学
研
究
会
来
ル
二
十
一
日
午
後
一
時
半
講
演
趣
︒
新
曲
浦
島
の
倫
理
見
︒
一
月
十
六
日
新
曲
浦
島
読
了
︒
早
稲
田
の
題
を
考
ふ
︑
浦
島
の
倫
理
見
異
ル
︒
一
月
十
七
日
浦
島
再
読
︒
一
月
十
九
日
浦
島
ヲ
読
ム
︒
一
月
二
十
日
浦
島
論
稿
ヲ
草
ス
︒
一
月
二
十
一
日
早
稲
田
大
学
哲
学
会
講
演
︵
午
後
︶︒
浦
島
が
子
の
性
格
不
明
瞭
ニ
付
其
次
第
ヲ
述
ブ
︒
始
メ
テ
早
稲
田
大
学
ニ
往
来
シ
ナ
リ
︒
一
月
二
十
二
日
午
后
丁
酉
会
︑
編
輯
上
の
件
に
つ
き
協
議
し
︑
藤
井
宮
田
朝
永
三
氏
二
三
頁
宛
毎
月
雑
録
を
草
す
る
こ
と
を
約
す
︒
雑
誌
の
編
輯
大
体
左
の
通
り
︒
講
演
︵
一
頁
報
酬
︶
⁝
⁝
会
場
料
速
記
料
雑
録
︵
一
頁
報
酬
︶
新
刊
︑
質
問
︵
一
頁
報
酬
︶
編
輯
一
月
二
十
三
日
集
義
外
書
ヲ
読
ム
︒
一
月
二
十
五
日
ム
イ
ア
ヘ
ッ
ド
抄
訳
︒
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集
義
外
書
ヲ
読
ム
︒
一
月
二
十
六
日
集
義
外
書
を
読
む
︒
一
月
二
十
七
日
外
書
を
読
む
︒
一
月
二
十
八
日
今
日
午
後
読
書
会
出
席
せ
ず
︒
集
義
外
書
読
了
︒
一
月
三
十
一
日
中
江
藤
樹
全
書
の
中
大
学
解
︒
二
月
一
日
丁
酉
原
稿
ヲ
送
ル
︒
二
月
二
日
 
P
ro
b
le
m
s
o
f
C
o
n
d
u
c
t
二
月
三
日
丁
酉
原
稿
を
草
す
︒
藤
樹
中
庸
解
︒
藤
樹
ハ
演
繹
的
思
想
法
ノ
人
タ
ル
ヲ
覚
ユ
︒
彼
ノ
学
ハ
浅
キ
感
ア
リ
︒
二
月
五
日
午
前
丁
酉
誌
原
稿
︒
浮
田
氏
ヲ
訪
フ
︒
井
上
博
士(
)ト
ノ
関
係
ニ
ツ
キ
同
博
士
ト
面
会
シ
3
テ
モ
互
ニ
意
見
ノ
相
異
ヲ
認
メ
︑
人
格
上
ノ
所
見
ハ
相
認
ム
ル
ト
シ
テ
︑
図
書
会
社
ノ
催
セ
ル
晩
餐
会
出
席
ノ
約
ヲ
ナ
ス
︒
明
日
ハ
博
士
ト
モ
逢
ヒ
テ
同
様
ノ
打
合
セ
ヲ
ナ
シ
ヲ
ク
ベ
シ
︒
二
月
六
日
丁
酉
原
稿
︑
牧
野
氏
の
分
ニ
□
□
な
り
し
こ
と
を
気
付
き
電
話
に
て
秀
英
舎
へ
申
送
ル
︒
二
月
七
日
井
上
博
士
を
訪
ひ
て
浮
田
氏
と
の
レ
コ
グ
ニ
ー
シ
ョ
ン
を
図
書
会
社
の
会
に
て
な
さ
れ
た
き
こ
と
を
求
む
︒
哲
学
館
検
定
認
可
の
未
だ
受
け
ら
れ
ざ
る
こ
と
を
聞
き
︑
も
し
其
が
余
を
任
用
し
居
る
に
因
す
る
や
否
や
を
其
筋
に
問
合
せ
を
依
頼
す
︒夜
九
時
︑丁
酉
原
稿
〆
切
︒
藤
井
氏
原
稿
後
れ
た
る
を
以
て
な
り
︒
二
月
十
九
日
116
午
后
成
民
会
講
演
︒
二
月
二
十
六
日
丁
酉
会
ア
リ
︒
三
月
一
日
夜
ハ
六
合
原
稿
︵
東
西
思
想
ノ
調
和
︶
三
月
二
日
須
藤
求
馬
氏
︑
井
上
博
士
紹
介
ニ
テ
来
ル
︒
夜
六
合
原
稿
十
二
時
過
成
ル
︒
三
月
三
日
村
上
専
精
氏
︑
□
部
医
士
用
件
︑
午
前
来
タ
ル
︒
今
朝
六
合
原
稿
ヲ
発
ス
︒
三
月
四
日
午
後
丁
酉
原
稿
︵
寄
宿
舎
中
心
の
男
女
教
育
︶
ヲ
校
閲
補
正
ス
︑
十
一
時
過
ニ
至
ル
︒
愛
児
ハ
嘗
テ
曰
ふ
︑
ト
ー
サ
ン
な
ど
は
豪
し
︑
大
塚
さ
ん
抔
よ
り
豪
し
︑
哲
学
館
に
も
往
く
し
︑
日
本
大
学
に
も
往
く
し
︑
職
業
学
校
に
も
往
く
し
︑
元
良
さ
ん
の
代
理
も
す
る
し
︑︵
芝
正
則
に
博
士
の
代
理
を
為
す
︶
大
塚
さ
ん
抔
は
大
学
許
り
だ
と
か
く
の
如
き
言
を
聞
く
時
ぞ
文
学
士
の
ツ
マ
ラ
ヌ
称
号
に
て
も
あ
れ
か
し
と
快
楽
心
の
出
る
な
し
︵
畔
中
偶
感
︶
井
上
円
了
氏
ハ
豪
し
︑
左
れ
ど
彼
れ
に
瑕
瑾
な
し
︑
少
く
と
も
な
し
と
見
ゆ
是
れ
彼
の
未
だ
完
全
な
ら
ざ
る
所
か
︒
三
月
五
日
日
本
軍
奉
天
ニ
逗
ル
︒
千
葉
氏
ヲ
訪
フ
︒
此
日
夜
丁
酉
講
演
丈
原
稿
秀
英
舎
ヘ
送
ル
︒
三
月
七
日
丁
酉
原
稿
に
苦
し
む
︒
十
二
時
に
至
る
︒
三
月
八
日
今
夜
十
二
時
丁
酉
原
稿
ヲ
マ
ト
ム
︒
三
月
九
日
同
文
館
の
為
め
校
訓
論
を
草
す
︒
明
日
速
記
者
来
ル
の
約
束
︒
午
後
書
斎
整
頓
︒
奉
天
占
領
の
号
外
出
づ
︒
丁
酉
三
十
号
︑
本
日
午
前
原
稿
成
ル
︒
佐
久
間
君
ヘ
手
渡
ス
︒
三
月
十
日
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午
前
﹁
国
民
的
理
想
立
定
の
方
法
﹂
ニ
つ
き
推
敲
す
︒
午
后
演
述
す
︒
撫
順
占
領
︒
三
月
十
一
日
今
朝
上
州
へ
行
カ
ン
ト
志
シ
タ
リ
シ
ガ
︑
哲
学
館
無
試
験
検
定
願
捗
々
敷
進
行
セ
ザ
ル
ニ
ツ
キ
︑
評
議
員
会
ヲ
催
ス
ニ
ツ
キ
明
日
参
集
ノ
タ
メ
延
引
︒
三
月
十
二
日
午
前
九
時
哲
学
館
評
議
委
員
会
︒
其
用
件
ト
ハ
文
部
省
検
定
委
員
会
ガ
四
月
ヨ
リ
一
学
期
間
試
験
シ
タ
ル
上
ナ
ラ
デ
ハ
無
試
験
検
定
資
格
ヲ
与
ヘ
ズ
ト
ノ
コ
ト
ヲ
議
決
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
如
何
ス
ベ
キ
ト
云
フ
ニ
ア
リ
︒
余
ハ
井
上
哲
次
郎
氏
ニ
賴
ミ
︑
菊
池
男
爵
ヲ
説
キ
︑
モ
一
度
山
川
委
員
長
並
ビ
ニ
文
部
大
臣
ニ
衷
情
ノ
コ
ト
ヲ
行
フ
ベ
シ
ト
シ
︑
其
レ
ニ
決
ス
︒
井
哲
博
士
ニ
謁
シ
テ
其
事
ヲ
賴
ム
︒
博
士
自
身
山
川
氏
ニ
説
キ
呉
ル
ル
ヲ
可
ト
ス
ト
言
ハ
レ
タ
リ
︒
従
之
︒
三
月
十
七
日
井
上
博
士
ヲ
訪
フ
テ
哲
学
館
ノ
件
ニ
ツ
キ
間
合
セ
ノ
返
事
ヲ
聞
ク
︒
望
ミ
叶
ハ
ズ
︒
直
ニ
館
主
ニ
通
ズ
︒
正
則
の
ペ
ー
パ
ー
試
験
調
済
む
三
月
二
十
一
日
哲
学
館
試
験
問
題
︑
本
日
マ
デ
ニ
差
出
ス
約
︒
三
月
二
十
二
日
 
 
 
日
本
倫
理
原
稿
を
ま
と
む
三
月
二
十
三
日
哲
学
館
同
窓
会
︒
夜
ハ
送
別
会
︒
三
月
二
十
四
日
日
本
倫
理
原
稿
を
ま
と
む
三
月
二
十
五
日
午
后
読
書
会
三
月
二
十
六
日
哲
学
館
評
議
員
会
︑
午
前
︒
三
月
二
十
七
日
午
後
一
時
正
則
中
学
卒
業
式
演
説
三
月
二
十
八
日
古
学
派
の
原
稿
整
頓
三
月
二
十
九
日
118
古
学
派
の
原
稿
整
頓
午
後
高
瀬
君
と
共
ニ
安
藤
弘
・
八
木
光
貫
氏
︑
哲
学
館
幹
事
送
迎
会
の
件
ニ
つ
き
哲
学
館
に
行
き
相
談
す
︒
三
月
三
十
日
日
本
倫
理
の
組
織
明
道
︵
心
学
派
︶
其
経
験
派
ニ
対
し
王
陽
明
の
反
対
｜｜
其
心
学
派
ニ
対
し
直
覚
主
義
ニ
対
し
□
権
｜←
派
歴
史
派
︵
古
学
派
︶
朱
子→
の
反
対
︱
｜｜
︱
日
本
陽
明
派
の
特
色
｜｜｜
伊
川
︵
経
験
派
︶
個
人
主
義
に
対
し
公
利
｜｜
派
の
反
対
｜日
本
朱
子
其
異
国
教
ニ
対
し
神
道
派
の
反
対
学
の
特
色
其
歴
史
主
義
ニ
対
し
□
□
派
三
月
三
十
一
日
六
合
雑
誌
原
稿
ヲ
ま
と
む
四
月
一
日
夜
︑
日
本
大
学
二
年
生
会
合
ニ
臨
む
の
約
︵
午
後
七
︶
午
前
哲
学
館
卒
業
式
午
後
︑
新
旧
幹
事
送
迎
会
四
月
四
日
午
后
︑
朝
永
・
藤
井
両
氏
訪
問
四
月
六
日
丁
酉
会
原
稿
調
製
四
月
十
一
日
哲
学
館
稽
古
始
︵
午
后
一
時
︶
四
月
十
二
日
午
后
一
時
哲
学
館
臨
時
講
演
明
治
三
十
九
年
︵
四
十
三
歳
︶
一
月
八
日
本
日
哲
学
館
ニ
於
テ
井
上
学
長
ガ
︑
前
田
博
士
ニ
同
館
ヲ
譲
渡
セ
ル
コ
ト
ヲ
発
表
セ
リ
︒︵
前
月
三
十
一
日
ニ
此
事
ヲ
内
々
自
分
ニ
披
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露
セ
ラ
ル
︶
生
徒
及
教
師
ニ
向
ツ
テ
告
テ
曰
ク
︑
カ
ク
ス
ル
理
由
ハ
⑴
神
経
衰
弱
症
ニ
罹
レ
ル
ニ
ア
リ
⑵
本
館
ハ
井
上
一
個
ノ
私
有
ニ
非
ル
ヲ
公
示
ス
ル
ニ
ア
リ
⑶
余
ハ
生
レ
テ
十
年
無
衷
ニ
過
ギ
︑
尋
デ
二
十
年
社
会
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
︑
次
デ
二
十
年
社
会
ヲ
教
育
シ
タ
レ
バ
︑
社
会
ニ
向
ツ
テ
教
育
ノ
恩
義
ヲ
償
ヘ
リ
︒
此
レ
ヨ
リ
精
神
的
ニ
井
上
一
個
ノ
遺
物
ト
モ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
成
サ
ン
ト
ス
︒
突
然
私
断
シ
テ
生
徒
出
身
者
并
ニ
教
師
ニ
之
ヲ
謀
ラ
ザ
リ
シ
ハ
其
罪
浅
カ
ラ
ザ
レ
ド
モ
︑
右
ノ
意
志
堅
ク
︑
到
底
何
人
ノ
助
言
ニ
ヨ
リ
テ
モ
翻
心
ス
ル
能
ハ
ザ
リ
シ
ガ
為
メ
ナ
リ
ト
︒
彼
ハ
精
力
絶
倫
ナ
リ
智
慮
周
密
ナ
リ
才
能
豊
富
ナ
リ
︒
唯
ダ
決
シ
テ
精
神
家
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
︒
子
弟
朋
友
ヲ
引
キ
ツ
ケ
テ
︑
己
レ
ニ
同
化
ス
ル
ノ
人
ニ
非
ズ
︒
彼
ガ
子
弟
朋
友
ヲ
見
ル
ハ
飽
ク
迄
一
種
ノ
手
段
方
便
ニ
外
ナ
ラ
ズ
︒故
ニ
又
子
弟
朋
友
モ
亦
タ
彼
ヲ
手
段
方
便
以
上
ト
見
ル
コ
ト
稀
シ
︒彼
レ
ガ
事
業
家
タ
ル
所
以
ナ
リ
︒
彼
ハ
俗
界
ノ
偉
人
ナ
リ
︒
彼
ガ
所
謂
精
神
的
遺
物
ナ
ル
モ
ノ
果
シ
テ
何
ゾ
︒
曰
ク
功
智
蓋
シ
此
ノ
外
ニ
出
ル
コ
ト
ナ
ケ
ン
︒
彼
ヲ
冷
酷
ト
評
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
︒
恐
ラ
ク
ハ
当
ラ
ジ
︒
彼
ハ
妻
子
ヲ
愛
ス
ル
ヲ
知
ル
ナ
リ
︒
冷
酷
ト
見
ユ
ル
ハ
事
業
ノ
愛
ノ
為
メ
ナ
リ
︒
彼
ハ
理
想
低
ク
手
段
ニ
富
メ
ル
小
心
ノ
事
業
家
ナ
リ
︒
冷
酷
モ
亦
タ
小
冷
酷
ニ
ス
ギ
ズ
︒
一
方
ヨ
リ
見
レ
バ
甚
ダ
義
理
固
キ
人
ナ
リ
︒
欽
仰
ス
ベ
ク
ア
ラ
ザ
ル
モ
︑
嘆
賞
ニ
値
イ
ス
ル
偉
人
ナ
リ
︒
明
治
四
十
年
︵
四
十
四
歳
︶
五
月
十
一
日
今
日
高
島
氏
よ
り
徳
川
史
︵
早
稲
田
出
版
︶
を
仮
り
来
る
︒
熊
沢
蕃
山
履
歴
を
明
に
す
る
を
得
た
り
︵
其
夜
会
記
に
出
て
居
る
と
云
ふ
︶
夜
︑
夏
目
氏
朝
日
新
聞
へ
入
社
ノ
辞
ヲ
読
ム
︒
思
ヒ
シ
ヨ
リ
拙
文
ニ
シ
テ
分
析
ニ
長
ズ
ル
ヲ
思
フ
︒
浅
野
氏
文
学
史
百
頁
評
を
読
む
五
月
十
三
日
午
前
倫
理
小
篇
編
輯
夜
ハ
亜
リ
ス
ト
ー
ト
ル
倫
理
書
を
読
む
120
来
ル
二
十
六
日
︑
宇
都
宮
行
︵
県
教
育
会
︶
を
諾
す
︒
演
題
ハ
﹁
ネ
ル
ソ
ン
と
東
郷
と
の
信
仰
比
較
論
﹂
か
﹁
孔
子
と
ソ
ク
ラ
チ
ー
ズ
論
﹂
か
に
す
べ
し
︒
未
だ
通
知
は
せ
ず
︒
曹
洞
宗
大
学
林
へ
演
題
﹁
至
善
の
一
解
釈
﹂
五
月
十
四
日
東
洋
大
学
︑
昨
日
中
等
教
員
無
試
験
検
定
認
可
ヲ
受
タ
ル
由
承
知
ス
︒
余
ノ
為
メ
ノ
故
ニ
之
ヲ
褫
奪
セ
ラ
レ
シ
ヨ
リ
足
掛
六
年
ト
ナ
ル
︒
事
理
明
白
ノ
コ
ト
モ
即
行
セ
ラ
レ
ザ
ル
コ
ト
此
ノ
如
シ
︒
小
倫
理
書
を
公
に
せ
ん
と
し
て
調
査
す
︒
東
亜
の
光
中
中
島
博
士
の
グ
リ
ー
ン
批
評
を
読
む
︒
要
領
を
得
ぬ
説
︑
シ
マ
リ
な
き
説
と
覚
ゆ
︒
翻
っ
て
英
百
科
全
書
の
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
︑此
も
妙
な
ら
ず
︒
ヨ
ー
ド
ル
の
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
并
ニ
チ
ー
グ
ラ
の
も
見
る
︒
同
氏
の
が
合
理
的
活
動
説
た
る
は
動
か
ぬ
所
な
る
を
知
る
︒
【
註
︼
(１
)
大
塚
保
治
(２
)
加
藤
弘
之
(３
)
こ
の
﹁
伊
庭
ノ
論
文
﹂
と
は
︑
丁
酉
倫
理
会
﹁
伊
庭
想
太
郎
に
よ
る
道
徳
的
判
断
﹂︵﹃
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
﹄
第
十
二
号
︑
明
治
三
十
六
年
四
月
十
五
日
︑
一
︱
三
〇
頁
︶
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(４
)
井
上
哲
次
郎
(５
)
中
島
篤
︵
先
妻
と
の
子
︶
